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　目的　今日ゑを忿･t死^に多夜^乙し. そ'I申わり｀に義明ずり人澗にマヽヅナしn t/

の息つ心'). メ砥壽七色乗レむ刄｀とヽりとこりまZ･さひり。一方肛海にft-り‘りゑ眠

-7-くりは、JL捧咸町方式やりメつ剰尺でより糖ぞ、コンC。一夕一哉町ほどと、みま

でのf&i呻時釈、でa考んられ灯いが式刎｀用弑い

ヽ被原､家禽の現わ^. 従釆と･フソ^ ヂ南作両･'･まじま々戴町暁蓑り^鄭こよ・りり

ものびほとヽ・ドごりり。み畷･:J人^^ま-& としz、綱々り人筒妨漓用い人圃岐-鳶と

噫むノi＼で･むい＼i:.こ代まで･着駅教奇の申ふとリ^栓康人確と韓u"つり‘7東考われ､７

4frこZ･ろりうヵ｀。「衣服＆つく') ･ 永眠色瓦ラぶこと, <n蔦蔓」で人馬t 池婢あり、人体ヽ

愈貧色ぬさにレi義服敷有･l馴禅尼心にと･り賤瞰と痙鯵色禾めりこt 丘目勿と亨

り。

　が熾　寿踊の永眠7- 心リのt,ねこrX、ひヽり^考親糸のぺ表り方或と^ れそ唯の視

罵色乃ヴ、これ勺･･－葱色fiヽ｡リ作う八に日本人角婁本ダ､ぎ一色もとにバターンづ｀く

'j^ あ"j 万£ 既痢し. まに奈律やざず^ン＆央･こ^々λ飯む為用-rで？<^ Å床と涙

服とｰ八血か柵左々タ、ぎV に勣暉と､の渕鳶色も調＼. 薦こr;゛レりに勺ふ妙、A よ匁

有とし乙フフヅシ^ ンシ3一々。騨頭調査tiと･に急濠^ な。承欣a-?ヽｱりA 潮t n ）

舒=、幻岬べ亀1那）いりいj-．Å･£. 也左しり｀:r9 iこも叉心4 "iりことバず砥ふ乃ダ

、又り^ ..^i費生鯉､こ吹z.つnいり仁すA刄にﾇ^^り賤痢も、。いfこ取肴ズヴ･心こ汽J

勺rト'八'S･ti ラリことa 冶-'hぞこ機泉ずり^^であり。


